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平成27年度視覚障害教育ICT活用研修会

テーマ：タブレットPCの適切な活用

趣旨：文部科学省は，より高度な情報化社会において，社会の変化に対応できる力を身につけることを

重視し，子供から高齢者を含む全国民が情報活用能力を身に付けることの重要性を指摘しています。

教育においては発達段階に応じて，各教科等の学習を通してその育成を図ることが重要となります。

さらに特別支援教育において，情報機器はアシスティブ・テクノロジー(AT) としての役割もあ

り，その重要性はさらに高くなります。本研修会では，視覚障害教育でのICT活用をより適切に実

施すること，その知識と技能を身に付けること，そして，全国の視覚特別支援学校でそれらが実践

される将来の構築を目指しています。

日時：平成27年12月28日（月） 9 ：00～17: 00

会場：広島大学教育学部講義棟L102教室（東広島市鏡山）

対象：視覚障害教育に携わっている教職員・支援員等

主催：氏間研究室（広島大学大学院教育学研究科特別支援教育学講座）

後援：広島大学大学院教育学研究科特別支援教育学講座･附属特別支援教育実践センター



プログラム

9 ： 00～ 9 ： 10オリエンテーション（受付は8時30分から）

9 : 10～10 : 00教育講演「視覚障害教育におけるタブレット活用のポイント」

広島大学大学院教育学研究科准教授氏間和仁

アシステイブテクノロジー(AT) としてのタブレトの活用について，基本的事項

及び視覚障害教育における活用上のポイントについて講演します。

30 自立活動におおける携帯端末活用の可能性

広島大学河野友架

ATとしての携帯端末の活用は視覚障害者の社会参加を促すことが考えられます。

実際に携帯端末を活用している視覚障害の方にインタビュー調査を行い，どのよ

うな活用が行われているのか，どんな利便性があるのか，解説し，盲学校での自

立活動での携帯端末活用について提案します。

10：10～11

00事例報告

遠隔地サポート可能な障碍者用スマホとタブレット

釜江常好（東京大学理学系研究科（名誉教授)）

11：40～12

00理科授業におけるタブレット端末の活用事例（仮）

福岡県教育委員会指導主事北野琢磨

盲学校教員時代に行ってきた理科授業におけるタブレット端末の活用事例につい

てその具体的様子と活用のポイントを解説します。

13 : 00～14

14 : 10～15 : 30弱視学級の理科授業におけるタブレット端末の活用

広島大学大学院佐々木良治

通常学校に在籍している弱視児童生徒の理科指導を行う上で遭遇した困難度を全

国調査し，その結果に基づいた支援を，タブレットでどこまで行えるのかについ

て報告します。

40理科授業におけるタブレット端末の活用（演示）

福岡県教育委員会指導主事北野琢磨

実際に理解授業におけるタブレット端末の活用法を，実機を用いて行います。

15 :40～16

16 :40～16 : 55質疑

16：55～17 : 00 閉会

00～20： 00懇親会

会場：フイオーレ（〒739-0047東広島市西条下見6-2.11）

会費:4, 000円閉会後，会場から，徒歩にて，一緒に交換会場へ移動します。
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教育講演
平成27年度視覚障害教育IET活用研修会

9 : 10-10:00教育講演

視覚障害教育における

タブレット活用のポイント ICT活用の意義

氏間和仁

広島大学大学院教育学研究科

|伝繍的ﾃｸﾉﾛジｰゞ…………………ICTの特徴 ICTの特徴
伝統的テクノロジー…H_､｡",…………m…MA:Mn陦僅一

限定的(specifiCity)

利用者・利用目的が限
不変(stability)

定が大きい。
機能明瞭(transparencyoffunction)

限定的(specificity)→香<ための鉛箪,小さい物を観察するための顕微鏡
→目的のための道具を選択しやすい．

→目的以上のことへは適用しにくい。

不変(stability) →長い時を超えて変化していない,鉛速黒板
→小さい頃から使い慣れていて使い。

→新たな課距への適用が困雄になりやすい。

機能明瞭(transparencyoffunction瀧鰯欝灘噸解しやすい鉛筆,握り子
→易しい原理では.できることの限界が低い。

一い

潅偲紀具志刺麗劉w鰯演舞辮穂瞬鐸…嘗燕ナ
変

→何に使って良いのか，分からない，考える必要がある。

→目的が定まっていないだけに，適用可能性が高い。

不安定(unstable) →急速な変化
→変化についていく．学習し続ける必要がある。

→進化するため，今日は無理でも，明日できる可能性がある．

不明瞭(opaque) →中の仕組みが隠されて仕組みが分からない
→原理が分からないの-でも不安である.学ぶ必要が有ある．

→ある程度の原理が分かると，応用は大きく広がる。

デジタルテクノロジー
Pape化S~(1蛆0)脈r面storm駐Children,CO”ut臼s劃魁陣聴斤画ideas､Newwrk･配亀に酌◎ks
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変幻自在(protean)

利用者・利用目的の限
不安定(unstable)

定が少ない。

不明瞭(opaque)
薑閾する教師には魅力的！

ATとは

AT:AssistiveTechnology

TechAct:TechnologyRelated
Assistanceforlndividualswith

DisabilitiesAct.(1988)

AT=ATDs+ATSs

ATにより、公平な競争の場において完全参

加することが目的
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合理的配盧資料集P.27から
共生社会の形成に向Iﾅたインクルーシブ教育システム構築のための特別支
援教育の推進(報告）参考資料20:合理的配鹿について

障害者の権利に関する条約(署名時仮訳）

第2条定義

｢合理的配慮｣とは､障害者が他の者と平等にすべての人権及び基

本的自由を享有し､又は行使することを確保するための必要かつ適

当な変更及び調整であって､特定の場合において必要とされるもの

であり、かつ、均衡を失した又は過度の負担を課さないものをいう。 タブレットPCの意義

"Reasonableaccommodation''meansnecessaryandappropriate

modificationandadjustmentnot imposingadisproportionateor

undueburden,whereneeded inapalticularcase,toensureto

personswithdisabilitiestheenjoymentorexerciseonanequalbasis

withothersofallhumanrightsandfundamentalfreedoms.

氏間研究室の教育相談実續
船岡職f『火学紀要. 第蒟号. 堀4分■. 】蝿一 】訓.' (、『)

154160
ロービジョン者用携帯型続書支援ツールの開発と評価

Ⅸ”InpmcnL8ndEvaluaU⑪nofa“rtabI2compuLer鰹ar唾｡ing
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魁_潟 マー穂…
氏間和仁・小田浩一(2m7)ローピジヨン者用携帯型読書支援ツールの開発と評価,福岡教

育大学紀要‘第56号,第4分冊,123頁～130頁．

＝』

0
2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

年(西暦）

タブレットPCの主な基本システム(OS)
iOS Apple

iPhone,iPodtouch,iPad,AppleTV

○SWW~m凶 ◆
Android Google

Nexus,Xperia,MediaPad,ASUSPa(

国妙霞
‐

ず－I宅I
Windows Microsoft

Surface,Asus,Acer,Mouse

雪一興ggWind･wS8園 塑一

教育相談実績平成27年

－ス数
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iPadはいいが、選択は重要性
タブレットPCを選択する理由, iPadを選択する理由

ｱｸｾｼ菫鴬能
直感的操作 ビリティ
直接的操作

即時性 些吉

可搬性 ﾕｰザビﾘﾃ” アプリ毒ユァ
触知スイッチ

|/O

一般性 InputﾉOutpu1 カメラ．液晶
安定性

環境センサ等

遡■

多種、標準のアクセシビリティ機能

セキュア、完成度の高いアプリ

高機能の入出力装置

充実のユーザピリティ

大量、多種なデーク処還

点字、点図の処理

高度なアクセシビリティ

鱈
。.§

il
音声での利用が前提

カメラを利用したい

、

醜障刈

配

大量、多種な点字データ処理

点字ペースのインターフェイス

バッテリー長時間駆動
様々な画面サイズ

様々な性能

TPACKframework
TechnologicalPedagogicalContentKnowledge

授業へのテクノロジーの

適用を考える
at？

,unyaMishraaMatt舵w」.Koehler(Z唾)應亡hnologiCal腱dagogにalContentKnowled醍:AFramework
or淀acherKnoMedge､花ad淀r5Colle醍陛CO｢｡,108(6)，1017-1054. を一部改変

視覚障害 像が網膜に映る仕組みを理解しよう

光源から光は発散する

その一部の光がレンズを通過すると屈折する

スクリーン上で1点に結ぶとピントが合う

ピントが合う様子を捉える

実験1 レンズの厚みと像点距離の関係

実験2物点距離と像点距離の関係

調節の仕組み

光源から光は発散する
What？ 光は，物点から放たれると発散する。

How？ 冒鑪麓鷆覚駕蟇。
Partner!プロジェクタ，スクリーン, iPodtouch

壹宇覇 iPodtouch

菌Co,orSayapO生徒C

蕊競譜管圭生徒B

－スクリーン以外にカメラを
■ 二 ･ ･号

麓＠腰読み上げ色が同”生徒A

言■訂

スクリーン

2函
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光源から光は発散する 光源から光は発散する
3Dから2Dへの変換3Dでの理解

－1
「、血 膣

L一

その一部の光がレンズを通過すると屈折する
What？発散した光がレンズを通過して屈折する

How？鑿懸噸耀惑鑿鵜
Partner!図・点図・半分のレンズ

視覚障害 像が網膜に映る仕組みを理解しよう

光源から光は発散する

その一部の光がレンズを通過すると屈折する

スクリーン上で1点に結ぶとピントが合う

ピントが合う様子を捉える

実験1 レンズの厚みと像点距離の関係

実験2物点距離と像点距離の関係

調節の仕組み

『
、

■■■■■■■■■■■■■

スクリーン上で1点に結ぶとピントが合う
M/hat？光が最大に収束した点（像点）にスクリー

ン（網膜）をおくとクリアな像が映る

How？ 光の発散と収束の図・点図、半分のレンズ
で光の進行を確認

Partner!図・点図・半分のレンズ

視覚障害 像が網膜に映る仕組みを理解しよう

光源から光は発散する

その一部の光がレンズを通過すると屈折する

スクリーン上で1点に結ぶとピントが合う

ピントが合う様子を捉える

実験1 レンズの厚みと像点距離の関係

実験2物点距離と像点距離の関係

調節の仕組み

§
b蛮逮" .葦一
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スクリーン上で1点に結ぶとピントが合う 視覚障害 像が網膜に映る仕組みを理解しよう

光源から光は発散する

その一部の光がレンズを通過すると屈折する

スクリーン上で1点に結ぶとピントが合う

ピントが合う様子を捉える

実験1 レンズの厚みと像点距離の関係

実験2物点距離と像点距離の関係

調節の仕組み

＝

二＝一

i".Lr

ノ

図上で，

物点・レンズ・像点

物点距離・像点距離

を確認 L=

ピントが合う様子を捉える
What？ ピントが合った状態と合わない状態を確認

How？ ,融謂豊彊憾憲
Partner!図・立体コピー･iPodtouch

視覚障害 像が網膜に映る仕組みを理解しよう

光源から光は発散する

その一部の光がレンズを通過すると屈折する

スクリーン上で1点に結ぶとピントが合う

ピントが合う様子を捉える

実験1 レンズの厚みと像点距離の関係

実験2物点距離と像点距離の関係

調節の仕組み

句

§｜ 蕊下

，
遼
濤
や
鐸

iPodtouch

iよむべえapp.

ライブ読み上げ機能

を用いると，ピント

があったときに文字

を読み上げる。
Ｊ

ｒ

一

実験1 レンズの厚みと像点距離の関係
What？ レンズの厚みと像点距離の関係の理解

How？ ＃単鰐鑿鯆劉:霧纂
Partner1大型模型眼･iPodtouch･AppleTV

実験1 レンズの厚みと像点距離の関係

ピントが合ったら音声で読み上げ

２
１
１

、
ｆ
ｆ
ｆ

４圧 凹型上竺雪鍛え｜
q雪_雲り
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実験1 レンズの厚みと像点距離の関係 視覚障害 像が網膜に映る仕組みを理解しよう

光源から光は発散する

その一部の光がレンズを通過すると屈折する

スクリーン上で1点に結ぶとピントが合う

ピントが合う様子を捉える

実験1 レンズの厚みと像点距離の関係

実験2物点距離と像点距離の関係

調節の仕組み

盲寺

1

町 麓
饅

3班の筒の先につい ノズを並べて厚み

物点距離と像点距離の関係実験2
What？

実験2物点距離と像点距離の関係
物点距離と像点距離の関係

大型の模型眼とiPodtouchによる読み上

げ・拡大表示を用いた実験とグループ討議

大型模型眼･iPodtouch･iPad

ー'7一三I ･弱電強一審w号 、蝉謹室 一一*零
一

ピントが合ったら音声で読み上げ
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L…

実験2物点距離と像点距離の関係 視覚障害 像が網膜に映る仕組みを理解しよう

光源から光は発散する

その一部の光がレンズを通過すると屈折する

スクリーン上で1点に結ぶとピントが合う

ピントが合う様子を捉える

実験1 レンズの厚みと像点距離の関係

実験2物点距離と像点距離の関係

調節の仕組み
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調節の仕組み
視距離を短くした際に，調節が働いて網膜

上に像点を合わせること

実験2の結果：物点距離が短くなると像点

距離が長くなる

実験1の結果：レンズが厚いと像点距離は

短い

2つの結果から，視距離が短くなって像点

距離が大きくなろうとすると，レンズが厚

くなって像点距離を短くする（調節）の仕

組みを理解する

調節の仕組み
What？

…可

How？

‐ 一

自ら手を動かし 自ら考え

読過′△ん：．友人と議論し
Partner1実験1 ･2の結果

友人と教え合いみ意で結論に至る

私が受講したワークショップの中で一番心に残ったのは、「網膜に像が映

る仕組みを理解しよう！」でした。像が映る様子を観察するための実験に

使用した装置はとても大型で内部にはiPadが組み込まれていました。この

装置は視覚障害者でも実験が分かりやすく行えるよう、工夫が凝らされてい

ると思いました。二人一組で行った実験では、ペアの人とコミュニケーショ

ンが取れたのでよかったです。（高3点字）

氏間先生のワークショップでは目の構造をそんなに理解していなかったの

でとても参考になり、視覚的な事が多い学問を音声で実験できたことはと

てもうれしい事でした。（高3点字）

その中でも網膜についてのワークショツプは今学校の授業で習っている範

囲でもあったためとても勉強になりました。また、高校生の講座というこ

ともあり実験をして結果を得るだけでなく、そこから皆で考察をしていくの

は、難しいとこもありましたが楽しかったです。（高3墨字）

光についてのワークショップでは、iPodtouchを利用して光の強さを感

じることができました。工夫をすれば視覚障害でも光の学習を解りやすく

学ぶことができると思いました。以前までは光の分野が苦手でしたが興味

が出てきました。（高2点字）

TheLearningPyramid*
学習ピラミッド

AverageRetentionRates平均定着率

/f%"… ゞ≦
／↑0％ "…胴， ≠書

／ ユ0% Audio-ViSualF"
Passive7eaching
MethodS

／ ’0％ ｡．､．n副『息"･演〆
受動的教育法

，勧姉/c"瓠｡n, / ''粥 ･roupDisc糯樫ブ討議
／ ア5％ ･radico 演§

1tachjng
Mefhods

／ ”雛 ，""'"馳謀識え≦
参加型教育法

A画h可T処“皿…m……

AdaPにdrromN鉱lonalT｢ainlngLaboralories,Belhe1.M首滑晋…ｰ一……@画い＝L，"，‘…

以下の項目，どこまで指導していますか？

時間の認識（タイマーアプリ）

空間の認識（コンパスアプリ、GPSアプリ）

明暗の認識（光感知アプリ）

色の認識（色認識アプリ）

お札の識別（お札識別アプリ）

活字の認識(OCRアプリ）

主体的読書法の確率（サピエの活用）

テクノロジー左

生活・未来へ役立てる

8



明暗 阜契驚学校教育と生
学校教育 ク

〃哩、ゾu画質
L城YtDele国or

“ …

教室の中では利用 色を知覚し生活に活か

されていた すことができる

”函yR愛d寂 ポイスオ…

観醗律
ｺンパス てくてくナピ 露ndSqua”

4万円

東西南北の知覚 国際化の中でのお札の識別

鰯
振動コンパス

辰
〆
脾
Ⅷ

マネーリー…

国際化の中で，海外の学校と姉妹校提携をするところ

は増えている。

その中で，海外の通貨の識別を生徒自身にさせている

学校はどれほどあるだろうか？

将来，彼らは，主体的・能動的な海外生活をどうする

だろうか？

空間概念の形成は視覚障害者にとって困難な活

動の一つとなっており，学習指導要領でもその

指導の重要性が指摘されている。

普段から，東西南北を意識できると，空間概念

の指導は一気に促進されるのでは？

｜ 学校教育と生活(例）
21世紀型スキル(ATC21S)

1 ．思考の方法(WaysofThinking)

（1）創造力とイノベーション

（2）批判的思考、問題解決、意思決定

（3）学びの学習、メタ認知（認知プロセスに関する知識）

2．仕事の方法(WaysofWorking)

（4）情報リテラシー

（5）情報通信技術に関するリテラシー(ICTリテラシー）

3．仕事のツール(TooIsforWorking)

（6）コミュニケーション

（7）コラボレーション（チームワーク）

4．社会生活(SkillsforLiving intheWorld)

（8）地域と国際社会での市民性

（9）人生とキャリア設計

(10)個人と社会における責任（文化的差異の認識および受容能力を含む）

生活・将来への授業

？
●確認

啄｣駕蝋”
iPad+測定器

pHを確認

恵
9



視覚障害者数（単一）（視覚特支学校）
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盲学校教育から，視覚障害教育の中核へ
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小／中／局校の視覚障吉者
学校として主に使用することが望ましいと

弱視等 判断している教科書の種別
在籍 ’貝雷生徒数 点字教科書拡大教科善 通常の 絵本等の

検定教科書一般図書

学校として主に使用することが望ましいと

判断している教科書の種別

鳴蕊数在霜 点字教科害 拡大教科書 通常の

検定教科書

絵本等の

一般図書

盲学校教育と視覚障害教育
,〆 俔見|厚吉教官 へ

盲学校教育
盲学校でしかできない教育(高い専門性と豊富な教材・教具）

盲学校だから可能な教育 （視覚障害者のための学校）

盲学校でないとできない教育 （重度の子供への対応）

盲学校の外で学ぶ 盲学校を出た後の

視覚障害者のための教育視覚障害者のための教育
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場合がある。 北野琢磨

佐々木良治
河野友架
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盲学校教育と視覚障害教育 まとめ
板書にみる

盲学校教育 柊

そもそも,盲児.弱視児は板書思考の可視ｲ｜
が見えない子どもたちであり， 授業中に繰り広↓。
いかに「板書に頼らない教育」 られる思考活動1
をするかが視覚障害教育のど可視化し共有すそ

真ん中の課題であり，還元す 即時的対応

騨壼婆震雲e授業内容の傭
て負担を減らし授業の内容そ授業中に繰り広げ
のものに焦点化できるかが課られた活動内容を
題なのである。 一覧し、振り返る
佐島(2015)弱視教育.52(3).34=48．記録としての活用

視
デジタルテクノロジーは得体が知れないが、その分、可

能性を秘めている。
覚障害教育

思考の可視化

授業中に繰り広げ1円■
られる思考活動を

可雛鯨する空､厩
授業内容の傭撤

＝

､密､厩

What,How,Partnerの視点で授業へのICTの統合を点

検する。

生活や将来につながるための|CT指導を考える。

ｰ

盲学校教育から、視覚障害教育へのシフトの検討と、

その際のICTの有用性に着目する。□』』
劃一 可

将来に生きる子どもたちを育てるために。

「健全なあきらめ」
田嶌誠一教授(九州大学）

変わるものを変えようとする勇気

変わらないものを受け入れる寛容さ

そしてそのふたつを取り違えない英知

「 一流イ不易 丁」
｢不易を知らざれば基立ちがたく、流行を知らざれば風新たならず」

向井去来（1775)去来抄

－11－



自立活動における携帯端末活用の可能性
2015/12/27

自立活動における

携帯端末活用の可能性

広島大学河野友架

皇
皐

土
自

’
障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本

方針(2015/2/24）

合理的配慮

ＤＢ

I
情報機器は､学習上又は生活上の困難を改善･克

服させ･･･指導の効果を高めることができる。

(教育の情報化に関する手引き,2010)

･視覚障害は情報障害となりやすい。

･情報機器の知識や利用技術を卒業後に独自に身

につけることは難しい｡(氏間. 2014）

･自立活動において情報機器の活用や…積極的に

進めることが大切。

（教育の情報化に関する手引き, 2010）

実際に視覚障害者は日常生活で

どのように活用しているのでしょうか？

妙
将来子どもたちは

どのように活用する可能性があるのでしょうか？

1
－12－
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インタビュー調査

期間：2015年2月～2015年5月

対象者：盲4名･弱視3名(日常的にタブレットPCを活用）

方法：直接またはオンラインによる半構造化面接

内容：日常生活においてどのようにタブレットPCを活用し

ているか。

得られた事例数

|盲･弱視｜・事例数｡｜合計 ｜
盲 20

盲 28 8， ｜
盲 17

盲 16

弱視 13

弱視 27 59 1

弱視 19

者象
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

対

ﾛ■回■

これから事例紹介をします

|碕別支腫…雷…坪瞬
白寸活勧園地.潮.郡.”

’ 。！．，！

叉､4↓字、

Z
－13－
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1．健康の保持

(1)生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。

(2)病気の状態の理解と生活管理に関すること。

(3)身体各部の状態の理解と養護に関すること。

(4)健康状態の維持･改善に関すること。

2､心理的な安定

(1)情緒の安定に関すること。

(2)状況の理解と変化への対応に関すること。

(3)障害による学習上又は生活上の困難を改善･克服する意欲に関するこ

と。

3.人間関係の形成

(1)他者とのかかわりの基礎に関すること。

(2)他者の意図や感情の理解に関すること。

(3)自己の理解と行動の調整に関すること。

(4)集団への参加の基礎に関すること。

4環境の把握

(1)保有する感覚の活用に関すること。

(2)感覚や認知の特性への対応に関すること。

(3)感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。

(4)感覚を総合的に活用した周囲の状況の把握に関すること。

(5)認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。

5身体の動き

(1)姿勢と運動･動作の基本的技能に関すること。

(2)姿勢保持と運動･動作の補助的手段の活用に関すること。

(3)日常生活に必要な基本動作に関すること。

(4)身体の移動能力に関すること。

(5)作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。

6.コミュニケーション

(1)コミュニケーションの基礎的能力に関すること。

(2)言語の受容と表出に関すること。

(3)言語の形成と活用に関すること。

(4)コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。

(5)状況に応じたコミュニケーションに関すること。

事例1/3Bさん(盲）

| 困難|駕鞭認嚇:蕊!､る｡気'≦

鰯TapTapSee
使用アプリ

耐p耐pS函

何であるのか分かった｡職場のみんな

効果 に落としていないか確認することができ
た。

3
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事例1/3自立活動との関連付け
2｢心理的な安定｣(3)障害による学習上又は生活上の困難を改善･克服する

意欲に関すること

－障害に伴う不自由を自ら改善し得たという成就感がもてるような指導を行うこと
が大切

4｢環境の把握」(1)保有する感覚の活用に関すること

－全盲であれば聴覚や触覚･･･弱視であれば保有する視覚を最大限に活用･･学習
や日常生活に必要な情報を収集するための指導を行うことが重要

4｢環境の把握」(3)感覚の補助及び代行手段の活用に関すること

＝視覚情報を聴覚や触覚で代行する機器を活用できるように指導することが大切

4｢琿境の把握」(5)認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること

＝ものの機能や属性､形､色･･･概念の形成を図ることによってそれを認知や行動
の手掛かりとして活用できるようにする

5｢身体の動き」(2)姿勢保持と運動｡動作の補助的手段の活用に関すること

＝補助的手段の活用に関する指導内容には、各種の補助具の工夫とその使用法

の習得も含まれている

事例2/3Aさん(盲）

見えていないと、いつも歩いている道でも､どの

困難 ようなお店があるのかという情報が入ってこな
い

唾’使用アプリ BlindSquare
i BlindSqua婚

・文字情報で、目的地までの距離が縮まってい

効果 ることが分かる(残り｡ﾒｰﾄﾙ）
・同じ道を歩いていても､これまでには知らなかっ

た情報が入ってきて､新たな発見がある

事例2/3自立活動との関連付け
事例1の5項目に加えて…

2｢心理的な安定｣(2)状況の理解と変化への対応に関すること

＝見えにくさから周囲の状況を把握することが難しいため､初めての場所や周囲の
変化に対して､不安になる場合がある

4｢環境の把握｣(4)感覚を総合的に活用した周囲の情報の把握に関すること

‐携帯電話のナビゲーション機能などを利用して自分の位置と周囲の状況を把握さ
せることも考えられる

5｢身体の動き」(4)身体の移動能力に関すること

‐白杖を有効に活用して一人で安全に目的地まで行けるように指導することが大
切

一弱視の場合は､白杖だけでなく･･･視覚補助具を適切に使ったりできる力を付け
ることも必要

4
－15－
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事例3/3

アメリカの紙幣は日本と違って大きさが同じで

あるため、区別できない。

園
マネーリーダー

ドルや1－口も読んでくれるため､海外旅行に
行っても安心できる

事例3/3自立活動との関連付け
2｢心理的な安定｣(3)障害による学習上又は生活上の困難を改善･克服する

竃欲に関すること

‐障害に伴う不自由を自ら改善し得たという成就感がもてるような指導を行うこと
が大切

4｢環境の把握」(1)保有する感覚の活用に関すること

－全盲であれば聴覚や触覚…弱視であれば保有する視覚を最大限に活用･･学習
や日常生活に必要な情報を収集するための指導を行うことが重要

4｢琿境の把握」 (3)感覚の補助及び代行手段の活用に関すること

－視覚情報を聴覚や触覚で代行する機器を活用できるように指導することが大切

4｢環境の把握」(5)認知や行動の手掛かりとなる擬念の形成に関すること

＝ものの機能や属性､形､色･･･橿念の形成を図ることによってそれを霊知や行動
の手掛かりとして活用できるようにする

5｢身体の動き」(2)姿勢保持と運動･動作の補助的手段の活用に関すること

‐補助的手段の活用に関する指導内容には､各種の補助具の工夫とその使用法
の習得も含まれている

全事例の関連付けの結果
魁n

N言81 名、 N＝59
】” － － 1Ⅸ1 － －

，〕 L叩

対淵 I 駒, ’ 』

鳶;」. :;LI,-.
1 3 1 4 5 〔,【毎． 】 ﾉ 3 4 ､ 凸 f【､‐

Fjg1 牢例と区分の対応率(盲） Fig2事例と区分の対応率(弱視)

鰯淫のあったyv鰯甜 閣迩のあった夢〃数
ﾇ応事＝ xIOO

”事＝全弱‘贈'ｨ国

』00
全事例殿（8Jノ

‐どの区分･項目に関連付くかについては､指導教員と判断が
一致したもののみをデータとした｡一致率＝51％

5
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インタビュー調査十a

Q.｢震災が起きた時､ iPhone等をどのように活用できるとおもい

ますか？」

冬

･避難所の情報を手に入れたい(Bさん･盲）

･自分の居場所を伝えられる(Cさん･盲）

･避難所の小さな文字で書かれた掲示板を見る

(Eさん･弱視）

･電車通学生に影響がある場合は､早めに休校

にするかどうかを判断できる(Fさん･弱視･教員）

調査後の取り組み

iOSタブレットの利用目的が限られる理由として､研

修やマニュアルが十分でないことが予想される

(中野, 2014）

↓
FUSEeを使い､EPUB形式でiPhone等音声利用

マニュアルを作成

実際にマニュアルを使用して指導のデ

モを行っていただきます。

●2人一組でペアをお作り下さい。

●配布物

・点図

・アイマスク

・イヤホン

・マニュアルをインストールしたiPad

・お二人ともiPhoneもしくはiPodtouchをお持

ちでない場合はお声がけ下さい。

6
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デモの流れ
以下の順番でマニュアルを読み進めながら､指導のデモを行
って下さい。

ー

ET－ｩ･弓？←ﾛ.“HQイ山・

’-3 蛍

IJl

で＝
雪

各部の名称アプリの便利なアブ1．

起動･終了4･お金の職目｜

鐵
》役を交代したり他のコンテンツを見たりして下さい。

J1期ﾄ詔翫宮

さいごに

視覚障害者がタブレットPC活用について学ぶ機会

は限られています。

体験会等に来られた方で｢世界が変わった｣と言わ
れる方もいます。

将来の子どもの姿を思い浮かべて指導していきたい
と思います。

ご清聴ありがとうございました。

Webアンケート

蕊溌職罵薑鯛
マニュアルダウンロード用HP

http://home.hiroshima-u.acjp/tUima/epub/index.html

議
皆様からのご意見をお待ちしております

7
－18－

3－4

アプリの
起動･終了

珂囚、■、ルー山



iPhone等活用事例集
調査で得られた具体的な事例と、自立活動の区分･項目との関連付けについてまとめた表を別添で示しています。

以下の情報を参考にご覧下さい。

●調査対象者について

A,B,C,D･ ･ ･盲（携帯情報端末を音声利用している）

E,F,G｡ ･ ・・弱視

●自立活動の区分・項目について

一番右の列に示している番号は、自立活動の区分・項目を表しています（別添の表でいう、

に相当します)。

一番右にある各番号

－19－

自立活動の区分 白古活動の項目 番号

1.健康の保持 (1) 生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。 11

1.健康の保持 (2) 病気の状態の理解と生活管理に関すること。 12

1.健康の保持 (3) 身体各部の状態の理解と養護に関すること。 13

1.健康の保持 (4) 健康状態の維持・改善に関すること。 14

2.心理的な安定 (1) 情緒の安定に関すること。 21

2.心理的な安定 (2) 状況の理解と変化への対応に関すること。 22

2.心理的な安定 (3) 障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関す

ること。

23

3.人間関係の形成 (1) 他者とのかかわりの基礎に関すること。 31

3.人間関係の形成 (2) 他者の意図や感情の理解に関すること。 32

3.人間関係の形成 (3) 自己の理解と行動の調整に関すること。 33

3.人間関係の形成 (4) 集団への参加の基礎に関すること。 34

4環境の把握 (1) 保有する感覚の活用に関すること。 41

4.環境の把握 (2) 感覚や認知の特性への対応に関すること。 42

4.環境の把握 (3) 感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。 43

4.環境の把握 (4) 感覚を総合的に活用した周囲の状況の把握に関すること。 44

4.環境の把握 (5) 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。 45

5.身体の動き (1) 姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。 51

5.身体の動き (2) 姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。 52

5.身体の動き (3) 日常生活に必要な基本動作に関すること。 53

5.身体の動き (4) 身体の移動能力に関すること。 54

5.身体の動き (5) 作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。 55

6.コミュニケーション (1) コミュニケーションの基礎的能力に関すること。 61

6.コミュニケーション (2) 言語の受容と表出に関すること。 62

6.コミュニケーション (3) 言語の形成と活用に関すること。 63

6.コミュニケー ノヨン (4) コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。 64

6.コミュニケーション (5) 状況に応じたコミュニケーションに関すること。 65



事例報告
事例報告

遠隔地サポー ﾄ可能な障碍者用スマホとタブレット

釜江常好（東京大学理学系研究科（名誉教授)）
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理科授業におけるタブレット端末の活用事例

3年間のタブレット端末の活用状況

一中学部理科の授業実践を通して一

福岡県立北九州視覚特別支援学校 ○北野琢磨

広島大学大学院教育学研究科 氏間和仁

1．はじめに

近年,タブレット端末の技術進歩はすさまじく，教育界でもその普及に伴い様々な活用方法が模索

されている。本研究会においても,昨年度青森大会においてはタブレット端末に関する研究が数多く

報告されるとともに(千葉ら,2014．小山ら,2014．朝日ら,2014･小倉ら,2014･松下ら,2014),「タブ

レット端末は未来を開くか」というテーマでシンポジウムが行われた。福岡県立北九州視覚特別支

援学校では,平成24年度より広島大学大学院教育学研究科氏間研究室の「iPadの視覚障害教育への

活用に関する研究パートナ－校」として主に理科授業におけるiPadの活用について研究を行ってき

た。平成24年度は中学部1年生と2年生,平成25年度は2年生と3年生,本年度は3年生で実践を

行い,中学校理科の一通りの単元でiPadの活用を検討できた。そこで,3年間の実践事例をSAMモ

デルに基づいて整理・分類を試みた。その成果と課題を分析し,今後の実践に生かしていくことが本
研究の目的である。

2．実践事例の整理・集約

(1) SAⅧモデルとは

RubenR.Puentedura(2010)によって考案され

たモデルであり，テクノロジーを利用する際に

それが従来の考え方や学び方にどれほど影響を

与えるかを4つの側面で示す尺度である。三井

(2014)は,Puenteduraの著作を基にSAMRモデル

を図1の様に意訳したものを提案している。

本研究では,氏間が用いているs(代替),A

(増強),M(修正),A(変革)を用いる。

（2）授業実践と実践の整理・分類

授業実践で対象とした生徒の視覚の状況は，

表1のとおりである。

R再定義
以前はできなかった新しい実践を可能にする

変
換

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

A拡大
従来のツールの代用になることに加え新た唾

機能が付加される

進
化

S 代替

機能的な拡大はなく従来のツールの代用と

なる

図1 SAMRモデル

表1 授業実践対象者のプロフィール

生徒視覚の状態 遠見視力 使用年度

弱視 右0．03（0．5 左0

右0．03程度(TACによる）

右0．4 （0.5） 左0．1 (0.1)

右0．07 左0．06

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

両0．03（0．5） H24

H24

H24

H25

H25

H25

H25

一
目

弱視

弱視

両0．5 （0.6）

両0．07

H26

H26
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授業では,東京書籍発行の「新しい科学1年～3年」を教科書として用いた。実践事例は,表2の

様式で学年ごとに整理・分類を行った。（詳細は別紙資料）

表2 整理・分類の例

3）整理・分類の結果

1年生22項目30事例,2年生16項目22事例,3年生23項目27事例の計79事例でiPadを活用

した授業実践を行った。そのうちs (代替）のみの事例は33項目,A(増強）までは17項目,M(修

正）までは40項目,R<変革）までは6項目であった。また,教師がiPadを活用する有効性やノウ

ハウを知ったことで,2年次3年次は1年次に加え,アプリの種類の増加や実験・観察時だけでなく

学習のまとめに活用した事例の増加がみられた。また,生徒もiPadを活用する機会が増えることで

教師から指示されて使用するのではなく，自ら考え必要に応じてiPadを活用しようとする姿が増加

した。以下,それぞれの活用事例の傾向を記す。

①S (代替）としての活用:79事例すべてが既存の器具等を代替する役割を担った。中でも,視覚

補助具の代替（25事例），デジタルカメラやピデオカメラの代替(10事例）として活用する事例が

多かった。

②A(増強）としての活用：撮影した画像の手元で拡大(35事例) ,追記やトリミング等の画像加

工（22事例) ,WiFi機能を用いた印刷(18事例）等の事例が多かった。

③M(修正）としての活用：より安全に実験を行うための実験方法の修正(7事例) ,撮影した静

止画や動画を活用した授業方法の修正等の事例（28事例）が多かった。

④R(変革）としての活用：追記アプリ活用でみられた活動に対する生徒の意識変革（間違いを恐

れずに予想してみる）や音声補助が必要な生徒への実験方法の変革（色識別アプリや読み上げる

pHメーターアプリの活用）事例があった。

3．成果と課題

（1）成果

･ SAWモデルを用いてこれまでの実践事例を整理・分析することで,iPadが既存の器具の代替

にとどまらず,生徒の学習方法や教師の授業方法等に様々な影響を与えていることが明らかと

なった。

（2）課題

･ iPadを活用するからこそ可能となる,s (修正）やR(変革）等の活用について研究を進め実

践していくこと。

・ 通常の学級で行われている授業の中で,視覚障害を有する生徒が主体的に学習を行うための補

助具としてs (代替）やA(増強）の事例を通常学級担当の先生方にも広めていくこと。

○参考文献RubenR.Puemedura(2010)RubenR.PuenteduraisWeblog,2010/12/08,

-23－

単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 s (代替） (増強） M(修正） R(変革）

気体の

性質

気体の発生

方法と性質

上､､ﾗ"オ（動画）

SpeedIIDTV

(再生スピード調整）

ｱﾝﾓﾆｱ噴水の記

緑確認

水素が燃える

様子の確認

動画を撮影．

再生する上．ﾃﾞオ

ｶﾒﾗの機能代替

撮影した動画

の再生速度を

調整できる，

機能補強

短時間で起こ

る現象の瞬間

を確認する学

習活動の修正



弓視学級の理科授業におけるタブレッ ﾄ端末の活用

平成27年度

視覚障害教育ICT活用研修会
14:10～15:30

平成27年12月28日

弱視学級の理科授業における

タブレット端末の活用

佐々木良治

広島大学大学院

問題の所在
氏間(20型）

北野･氏間(20狸））

氏間(2015）

松下･畔々木
圧間α” 視覚障害教育におけ

ﾀプﾚｯﾄ端末の活用
文科省(2010）

川嶋･小椋･島田・
柿認(2012） 太田(ﾕ996）

鳥山(2007）
国総研(2013）

聖ｑ
■

ｑ
ｍ

ｑ
Ｏ

視覚障害教育
における理科
授業

視覚障害教育
における理科
授業

弱視学級にお
ける弱視児童
生徒一 」

弱視学級にお
ける弱視児童
生徒一 」

引誼

小林(2叩8）
稲本･小田･岩

森･小中･大倉・
五十嵐(ﾕ996）

岩

大山･小林･森(z0週）

児(全国鯛

吸に在籍す
､にし．今も

－24－
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第一研究(方法)

（1）対象者

小･中学校弱視特別支援学級の担任教員

(2)調査方法

郵送調査

回答方法

（単一回答法,複数回答法,評定法）

(3)調査期間

2014年10月～12月

回答期間3週間
4

第一研究(方法）

(4)質問紙の作成と質問項目

①フェイスシート

小学校：性別,年代,他機関との連携状況,所有している特別支

援学校教諭免許状‘視覚障害の有無,視覚障害教育の

経験月数,弱視学級担任教員を経験したことのある学勾

とその1貝童牛徒の使用教科書

中学校：理科授業の指導経験月数,所有している理科免許状

②困難度評価項目

小学校：3学年8項目，4学年7項目，学年7項目，6学や項目

中学校：1学年10項目，2学年12項目,3学年13項目
指導困難な内容(自由記述)，困難塵平価(5件法）

4

－25－
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第一研究(結果）琴電蕊f§…陰･聾一 惠鱈蕊毒鬘遥懇
配布数と回収数

｜

|配布総数 66通 20通
ト ー－－－－－－－－－－－．ﾚーー 一一一一-一一・・-－－－－

回収数 46通 14通

(回収率） （69.7％）（70.0％）
｜
｜

|有効回答数40通 12通
｜

’ ‐--------__.__-． －－ ÷－－－－－ .=ｰ __－－－－－－．．
－
５

"§壁。 小学校．中学校
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第一研究(結果）一研究(結果）
＝一

＝画 章一
調査協力枝(小学校66校,中学校20校）

~ー~一 丁 一一一 一 －－凸J 一 一一一

第一研究(結果） ゞ． 蕊
教職経験月数と視覚障害教育経験月数

§::|鱒網： ．

”

叩
卯
犯
印

３
２
１
１

《
唾
）
尋
垂
富
騨
侭
挙
維
量
麓
票

●

●
●

●

0

0 50 120 1画 Z40 3m

教職怒験月致（月）

●小学校△中学技

3釣 420 480

8

第一研究(結果） …盲ノ →一‐－
一二一一審

をf忘三赴
毒=＝謡迅

｜回答項目｜
｢1:容易に解決できた」

(通常の学級の指導方法）

｢2:普通に解決できた」

(指導方法に少し工夫を加えた）

｢3:苦労したが解決できた」

(工夫する点を考える時間に時間を要した）

｢4:なんとか解決できた」

(工夫する点を試行錯誤した）

｢5:解決不可能」

(どんな手立ての指導方法でも解決不可能

｜分析の取り扱い｜

号｡…↓
一

L■■■

恩

二

z工夫あり

昼 ■解決不可能

9
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小迩稜､中忌梗

ハ:ﾕZ枝一中:輻

小31噸､中3杉

I､月8校､中1校

1､:1嫁､中5校

小:罐､中2校

視覚障害教育経験月
数が2年未満の者が52
人中ﾖ8人で73.oq6
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，‐､蕊第一研究(結果）結
毛P 呂毎

Kl法によるカテゴリー分類(解決不可能のみ）

月の動きを理解させること

花粉を顕微鏡で観察すること

外での実験は眩しく見えにくい

温度計の目盛りを読むこと

アルコールランプを一人で扱うこ
と

風景と月を合わせて描くこと'2

｢顕鳶.演蔚
L些物L
観察･観測

:（その他）
r－ ．－ ．．

1目盛り･計測

加工･操作

藩
一
蕪
藷
一
盲
燕

２
’
４
７
５
－
３

１
６

１
８
－
１
．

無
・
無
無
一
有
無

４
１
４
３
３記録
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1=－．．． 律露を霊も熱忌 鑿差極入■ ‘畠暇琴酎

視免許経験月視機能 困難な内容
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第一研究(考察）

単純集計

一

I
->視覚障害教育経験が2年未満

の教員が7割
->視覚障害教育経験が2年未

満の教員が8割

’ ’
アルコールランプの指導法など視覚障害教育の専門知識力咽難
度に影響を与えている内容や盲学校のような視覚障害者用の教
材･教具がないことにより高い困難度を示した可能性のある内容
などが含まれてた。

13

L ,出 ､

、:豐 ，窪夢第一研究(考察考 ）
8

診骨

今後の課題

14

4←

毒ョ●

癖

第二研究(実地調査）研
r！

対象貢:A小学校弱視学級の弱視児童(6学年),担任教員‘理科授業担当教員
とした。

調査方法:観察法と質問紙法

・観察法:タブレット端末の活用の効果に関する授業観察記録

・質問紙法:タブレット端末の活用の実効度に関する質問紙調査

質問項目；

・対象児:｢見え方(見やすくなったと思う)｣｢疲労感(目の疲れを感じない
と思う)｣｢意欲(次回の授業も使って見たくなったと思う)」

・担任教員,理科授業担当教員:｢準備段階(準備は大変であったか)」

「授業中(授業は大変であったか)」

「貢献度(見え方に貢献したか)」

「実施可能性(自分でもできるか)」 ’5

－28－
5

第一研究葱 澤田･田中(2014)の報告

同等の結果が得られ,視覚障害教育経験が浅い教員
が多い

盲学校の役割は，これまで盲学校中心に行わ

れていた視覚障害教育の専門性の継承と,通

常学校での実現可能性の高い指導方略の開発

つまり｢盲学校教育｣から通常学級の視覚障害

者までに対応できる｢視覚障害教育｣の確立が

必要であると考えられる。

弱視学級における理科授業指導上の困難さに対するタブレッ
卜端末の活用の実効度を測るため,小学校弱視学級在籍児
童に対するタブレット端末の活用の実地調査を行った。
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第二研究(構成と概要）

｜
’

実施方法:対象児-う対面回答型

担任教員･理科授業担当教員->留置型

回答方法:対象児今4件法

担任教員･理科授業担当教員-ぅ5件法

調査期間:2015年10月から11月

調査内容;小学6年｢土地のつくりと変化｣,総弾位時間(1単位時融5分）

分析方法:タブレット端末の活用の効果に関する授業冒謡はTPAO〈
framworkを基に．CK(What)PK(HM),TK("rmer)の3要素で活
動内容を整理及び評価

対象児童担任教員理科授業担当教員の質問紐の結果を併せ，
弱視学級在籍児童生徒に対する”ﾚｯﾄ端末の活用の実効性を
評価 ’6

TPACK(TEchnological Pedagogical andContent

Knowledge) framework

I

同容とし

》）短裁
改
淺
の

寂有字狗内言（耐14職可湊と閏わる）脈島

、 ／

~-pqgt"s一〆

氏間･中野(2016） 17

第二研究(結果）
ユ

q

琴

実施日:2015年11月10日

質問紙の自由記述：
.理科授業担当教員

｢実験結果をよく見たり,変化を捉えるときなどとても有効だと思う」
･担任教員

｢どろ,砂の層の分かれ目を見るのは,タブレットがとても役だった」

1負

－29－
6

弱視学級における理科授業指導上の困難さに対するタブレッ
卜端末の活用の実効度を測るため,小学校弱視学級在籍児
童におけるタブレット端末の活用の実地調査を行った。

Ta比6TPACKh■mewo水による整理内容

日付

目標

WhatCK）

HowPK）

PamerUK）

評価

支援内容

2015年11月10日

売れる水のはたらきで土が層になってつもるのかどうか飼ぺよう

堆積物が堆積する様子の観察

実験時の堆積する瞬間の様子を何度毛緯り返L見るこめ《できるようにする。

Pad,カメラアプリのメラ･ピデオモー円

拡大表示をして,観察Lた様子をノーHこ描くこ勘《できていた。

唯積Lた後の様子をカメラアブリで撮影Lた。
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'第二研究(結果） ‐ q

単元:｢土地のつくりと変化｣における実効度の平均得点
単位時間:5単位

5

4

・堂’ 3

§1 ＋
1

0

－

！‘｝えﾉブ 滝'醜さ

碕問r(!H

対象児による実効度の平均得点

ロ伊

19

第二研究(結果）

単元;｢土地のつくりと変化｣における実効度の平均得点
単位時間:5単位

６
５
４
３
２
１
０

群
雪
『
へ
『
。

it1 i ・' ノ .， l4R,!↓ . 』 ：＆ も －'1 ‘ :1:j ′『腱ﾊl IlL '

911. ,｜：

ﾛﾒ'1桝一坐lLi当Z ｡,」征戦1 1

理科授業担当者と担任教員による実効度の平均得点2。

一デー

第二研究(考察）

理科授業担当者と担任教員の実効度の結果と自由記述

対象児の実効度の結果

今屯

垂上

－30－
7

上

巳
グ
ノ
グ
ノ
ノ
例
／
／
ノ
ノ
ノ
ノ

今｢貢献度｣が高いことから,対象児童の見えにくさを補う手段と
して,タブレット端末の活用は効果的であったと思われる。

->｢準備の苦労｣｢授業中の苦労｣｢今後の可能性｣は,「見え方ハ
の貢献｣より低い値を示していることから,弱視児童こ対して；
ブレット端末の活用による効果は認められたが,指導に用い屑
際には負担感があると考えられる。

->｢見え方｣｢意欲｣が高く,ﾀブﾚｯﾄ端末の活用は見えにくさを霜
い,意欲を向上させるのに効果的であったと思われる。
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理科授業におけるタブレット端末の活用(演示）

理科授業におけるタブレット端末の活用/ツト端末の活用（演示）

福岡県教育委員会指導主事北野琢磨

－32－


